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フォルクスワーゲン ニュービートルカップ ジャパン 2001 第二戦結果報告

フォルクスワーゲン グループ ジャパン 株式会社（代表取締役社長：梅野 勉）がサポートする、輸入
車初のJAF（日本自動車連盟）公認ナンバー付きワンメイク レース、“フォルクスワーゲン ニュービー
トル カップ ジャパン 2001”（以下：NBCJ）の第二戦が、F1開催地としても有名な鈴鹿サーキット（三重
県鈴鹿市）東スペシャル コースにて、6月30日（土）、7月1日（日）の両日に渡り開催されました。

過去最高となる23台のエントリーとなった第二戦の予選は、夕方までに雨も上がり、ほぼドライ コン
ディションの東スペシャル コースにて行われました。結果は、壷林選手（ゼッケン99：CRT New Beetle
1）が1ﾕ28.291のベストタイムでポール ポジションを獲得すると、2位には昨年のチャンピオン山本選
手（ゼッケン77：D- Speed モデル ビートル）が1ﾕ28.359で続き、藤島選手は1ﾕ28.494の僅差で3位と
上位を固めました。

翌7月1日（日）の決勝戦当日は、朝から照りつける厳しい日差しにもかかわらず、28,000人もの観客
（鈴鹿サーキット事務局調べ）が詰め掛けました。無念のエンジン ブロー等が原因のリタイヤを含
め、2台を除く合計21台のカップカーが、早朝の8時50分にスタート。全15ラップで行われた決勝戦は
当初から予想を上回る展開となり、スタートミスで立ち止まる選手を次々とパスしていくシーンから始
まり、各コーナーでの駆け引きは勿論の事、特にスタンドを興奮させたのが、最終コーナーから立ち
上がってきた三台のカップカーが、互いに一歩も譲らないままピッタリと横一列、フルスロットルで観
客が見守るメインスタンド前を猛然と突き進み、そのまま第一コーナーへ突進していくという、まさに手
に汗握るファイトが見られた他、シケイン直後に起きたスピンでは、もうもうと立ち上がる砂煙の中を、
あわや間一髪で切り抜けていくカップカー等、未だかつてないニュービートル カップの息を呑むエキ
サイティングなレース展開に、観戦していた大勢の観客からは、熱い歓声と拍手が沸き起こっていま
した。

暑さ以上に激しかったバトルの結果、最終的には山本選手がトータルタイム22ﾕ16.401で1位を奪取
し、二位に壷林選手（トータルタイム：22ﾕ18.957）、そして三位には今年から参戦している、女優 岡安
由美子さん自らが監督を務める「HEART IN HEART Racing」の吉富選手（トータルタイム：22ﾕ19.764）
が、予選から1ポイント上げて表彰台へ登りました。また今年からレギュレーションで設定された、セミ
プロ以外の参加者を対象としたカテゴリーでは、一位に貞方選手（23ﾕ04.414 / ゼッケン9：スイート リ
ラックスボディ）、二位 小野選手（23ﾕ05.036 / ゼッケン17：千葉コンビニエンス おのストア）、そして三
位に安岡選手（23ﾕ15.077 / ゼッケン7： クラブシーザーヤスオカ）が入賞しました。

エキサイティングなニュービートル カップの第三戦は、7月15日（日）茨城県の筑波サーキットで開催
されます。

第二戦 鈴鹿 サーキット決勝戦成績及び累積獲得ポイント

New Beetle Cup Race Result at Suzuka
決勝順位 予選順位 ゼッケン ドライバー 車名 決勝所要時間 第二戦目迄の累計ﾎﾟ

ｲﾝﾄ

1 2 77 山本将之 D-Speed ﾓﾃﾞﾙ ﾋﾞｰﾄ
ﾙ

22’16.401 60

2 1 99 壷林貴也 CRT New Beetle 1 22’18.957 33
3 4 1 吉富　 章 HEART-New Beetle 22’19.764 21

4 5 55 坂本祐也 Team DUO Beetle 22’20.404 33



5 3 36 藤島敏也 KABUKIYA　
Beetle

22’28.539 29

6 6 5 橋澤 宏 SIG New Beetle 22’29.325 24


